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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で上昇しました。週前半は、トランプ米大統領
の政策への懸念や円高の進行などから下落しまし
た。週半ば以降は、為替市場での円安の流れや、
25日（水）にNYダウが初めて2万ドル台に乗せる
など米株高を背景に買い優勢が続き上昇しました。
（週末引け値：19,467.40円）

 週間では、日経平均株価は1.72％の上昇､東証株価
指数は1.03％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年1月23日～1月27日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、週前半は、
堅調な米債券市場や円高、国内株安を背景に買われま
した（利回りは低下）。週半ば以降は、25日（水）
に日銀が中期ゾーンの国債買い入れオペを見送ったこ
とから国債買入れオペへの不透明感が広がり、また円
安・国内株高なども背景に売り優勢（利回りは上昇）
が続きました。（週末引け値：0.084％）

 週間では、10年国債金利は0.018％の上昇となりまし
た。

（審査確認番号H28-TB287）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、週初はト
ランプ米大統領の政策による米景気への影響へ
の懸念などから下落しました。その後は良好な
米主要企業決算が好感されて上昇傾向となり、
25日（水）にはNYダウが初めて2万ドルの大台
に乗せるなど買い優勢が続きました。週末は直
近の上昇への反動から手じまい売りが出て4日ぶ
りに反落して週の取引を終えました。（週末引
け値：20,093.78ドル）

 週間ではNYダウは1.34％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場
市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、週初、トランプ米大
統領の政策への懸念などから円高ドル安となり
ました。その後は良好な米主要企業の決算や米
景気回復への楽観的な見方、米株高などを背景
に円売り・米ドル買いが進行しました。（週末
引け値：115円05銭～15銭）

 週間では米ドル/円は0.42％の円安、ユーロ/
円は0.36％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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